
第
五
十
二
回
鐚
巻
町
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

共
進
会
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
は
九

月
九
日
、
江
刈
共
進
会
場
で
開
か
れ
ま

し
た
。

出
品
牛
は
、
ジ
ュ
ニ
ア
の
部
か
ら
第

十
一
部
ま
で
合
わ
せ
て
七
十
頭
。
審
査

員
は
、
全
国
で
も
名
だ
た
る
酪
農
家
、

北
海
道
紋
別
市
の
永
峰
勝
利
さ
ん
が
務

め
、
こ
の
日
に
合
わ
せ
て
管
理
・
調
整

さ
れ
た
牛
の
体
型
や
資
質
能
力
な
ど
を

入
念
に
審
査
し
て
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
名
誉
賞
は
、

未
経
産
牛
の
部
が
土
谷
諭
さ
ん

（
小
屋
瀬
）
の
グ
ラ
ン
ド
バ
レ

ー

ダ
ン
デ
ィ
ー

ス
ザ
ン
ナ
、

経
産
牛
の
部
は
県
畜
産
共
進
会

で
も
名
誉
賞
を
獲
得
し
た
中
六

角
保
広
さ
ん
（
江
刈
）
の
リ
バ

テ
ィ
ー
フ
ァ
ー
ム

ス
テ
フ
ェ

ン
デ
リ
ア
が
獲
得
し
ま
し
た
。

団
体
で
は
、
今
年
も
町
乳
牛

改
良
同
志
会
江
刈
支
部
が
優
勝

し
ま
し
た
。

各
部
門
の
金
賞
一
席
に
入
賞

し
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

部　　門

未
経
産
牛

広報くずまき・平成18年10月１日〔10〕〔11〕平成18年10月１日・広報くずまき

第50回岩手県畜産共進会（県畜産協会主催）は、８月

30日から９月１日まで雫石町のＪＡ全農いわて中央家

畜市場で開かれ、本町から22頭の牛が出品されました。

ホルスタイン種の審査は８月31日に行われ、第９部

（４～５歳未満）に出品した中六角保広さん（中村）

が１等賞と「経産牛の部」の最高位である名誉賞に輝

きました。

１等賞はそのほかに、第１部で土谷諭さん（元木）、

第７部で中村優さん（大沢）が受賞。２等賞には９頭

が入り、理想的な乳房を持つ牛に与えられる「ベスト

アダー」には、大上一雄さん（星野）と中六角保広さ

んの牛が選ばれました。

町関係者の名誉賞は、第45回大会（平成13年度）の

折元金喜千さん（遠矢場）以来、歴代16人目となります。

50回目を迎えた今年は、半世紀の足跡を振り返り、

記念式典（同協会主催）が併せて行われました。

同共進会で名誉賞を２回以上受賞した人が対象とな

る功労者表彰は、ホルスタイン種の部で７人。そのう

ち町関係者は、過去３回受賞の漆真下孝幸さん（大沢）、

先代と合わせて２回受賞の鈴木満さん（小屋瀬）、藤

岡俊策さん（田代）の３人に小笠原一行会長から表彰

状が贈られました。

先人から受け継ぎ、仲間とともに自らの努力で改良

技術に磨きをかけた鐚巻の牛は、全国規模の大会でも

常に上位入賞を果たし、県内外に「酪農の町」を誇示

しています。

県畜産共進会で高い評価
「酪農の町」の改良技術

名
誉
賞
を
獲
得
し
た
中
六
角
保
広

さ
ん
出
品
「
リ
バ
テ
ィ
ー
フ
ァ
ー

ム
　
ス
テ
フ
ェ
ン
　
デ
リ
ア
」

土
　
谷
　
諭
さ
ん
（
未
経
産
牛
の
部
）

名
誉
賞
に

中
六
角
保
広
さ
ん
（
経
産
牛
の
部
）

町ホルスタイン共進会

審査の行方を見極める酪農家たち

経
産
牛

区　　　分 出　品　者 支部
ジュニア 10 カ 月 未 満 岩　泉　　　篤 江　刈
第１部 10～12カ月未満 松　浦　陽　治 江　刈
第２部 12～16カ月未満 土　谷　　　諭 小屋瀬
第３部 16～20カ月未満 町畜産開発公社 小屋瀬
第４部 20～24カ月未満 八　幡　勝　幸 鐚 巻
第５部 ２歳～２歳６カ月未満 八　幡　勝　幸 鐚 巻
第６部 ２歳６カ月～３歳未満 中　村　　　優 江　刈
第７部 ３歳～３歳６カ月未満 松　浦　陽　治 江　刈
第８部 ３歳６カ月～４歳未満 藤　岡　俊　策 鐚 巻
第９部 4歳～5歳未満 中六角　保広 江　刈
第10部 5 歳 以 上 橋　本　　　太 小屋瀬

第 11 部 牧 場 牛 群 藤　岡　俊　策 鐚 巻

不
採
算
と
格
差

経
済
の
原
理
だ
か
ら
と
言
っ
て
し
ま

え
ば
そ
れ
ま
で
で
あ
る
が
、
利
用
者
が

少
な
い
か
ら
と
公
衆
電
話
が
撤
収
さ

れ
、
路
線
バ
ス
が
減
便
・
廃
止
な
ど
の

現
象
が
山
村
各
地
で
起
き
て
い
る
。

こ
れ
は
、
戦
後
の
我
が
国
の
高
度
経

済
成
長
を
支
え
た
工
業
立
国
政
策
の
し

わ
寄
せ
が
山
村
の
人
口
減
と
な
り
、
衰

退
す
る
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

弱
者
の
悲
鳴
に
耳
を
貸
さ
ず
、
山
村

の
疲
弊
も
関
係
な
く
進
め
ら
れ
た
改

革
。
不
良
債
権
の
処
理
、
道
路
公
団
民

営
化
な
ど
は
効
果
が
あ
り
、
ま
た
一
部

業
界
が
景
気
を
取
り
戻
し
、
三
年
の
間

に
国
の
税
収
も
四
十
一
兆
円
か
ら
四
十

九
兆
円
に
伸
び
、
世
界
の
負
け
組
に
は

な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
一
定
の

評
価
を
受
け
て
い
る
。

し
か
し
、
い
ろ
い
ろ

な
分
野
で
格
差
が
拡
大

し
た
。
今
度
の
内
閣
は

格
差
の
是
正
を
図
り
、

福
祉
・
医
療
・
地
方
財

政
や
次
の
時
代
を
担
う

若
者
が
将
来
に
希
望
を

持
て
る
国
家
再
構
築
の

た
め
に
最
大
の
努
力
を

傾
注
す
べ
き
で
あ
る
。

ひ�とり�
ごと濟�

町長の�

町
議
会
九
月
定
例
会
は
、
六
日
か
ら
十

四
日
ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

人
事
案
件
や
条
例
の
一
部
改
正
、
財
産

の
取
得
、
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
八
議

案
が
審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
人
事
案
件

任
期
満
了
に
伴
い
、
議
会
の
同
意
を
得

て
、
次
の
委
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
（
新
任
）

竹
川
高
行
さ
ん
（
49
歳
）
が
、
落
宰
慶

介
さ
ん
の
後
任
と
し

て
、
教
育
委
員
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
、
十
月
一
日
か

ら
四
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
（
再
任
）

漆
眞
下
孝
幸
さ
ん
（
52
歳
）
が
、
固
定

資
産
評
価
審
査
委
員
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
十
月
一
日
か
ら
三
年
間
。

委
員
は
三
人
で
、
浦

島
新
一
さ
ん
（
浦
子

内
）、
村
木
良
一
さ

ん
（
下
町
）
が
任
命

さ
れ
て
い
ま
す
。

■
出
産
育
児
一
時
金
が
35
万
円
に

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
十
月
一
日
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
の

支
給
額
が
三
十
万
円
か
ら
三
十
五
万
円
に

増
額
さ
れ
ま
す
。

■
除
雪
ト
ラ
ッ
ク
の
取
得

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
一
台
を
更
新
し
ま
す
。

（
本
紙
二
十
謨
に
入
札
結
果
を
掲
載
）

■
一
般
会
計
1
億
7
1
7
3
万
円
の
増

財
政
調
整
基
金
な
ど
へ
の
積
立
金
（
１

億
５
０
０
万
円
）、
車
門
町
有
財
産
取
得

分
の
土
地
開
発
基
金
へ
の
戻
入
れ
（
３
６

７
５
万
円
）、
全
国
消
防
操
法
大
会
の
出

場
助
成
（
３
５
４
万
円
）
な
ど

９月21日、午後４時から約１時間、

県内一斉に「ストップ・ザ・死亡事故

メインルート１万人 人垣作戦」が行わ

れました。

町では、鐚巻高校の生徒や交通指導

隊、交通安全母の会など約50人が参加。

高校入り口付近の国道281号沿いで交通

安全ののぼりや横断幕を持ち、ドライ

バーに「安全運転への協力」「ライトの

早め点灯」などを呼び掛けました。

日暮れが早くなっています。午後４

時以降は早めにライトを付けましょう。

歩行者も夕暮れ時や夜間の歩行には十

分気をつけてください。

交通事故を防ごう
早めの点灯を

国道の両側に並んで、通行車両
に安全運転を呼び掛ける高校生 第32回町民祭

10月21日(土)～22日(日)
社会体育館、モウモウ館、象鼻会館
■第10回産業まつり…大抽選会や
演芸会、丸太切り大会などのステ
ージイベント開催　
■第16回生涯学習フェスティバル
■第17回健康福祉まつり

みんなで�
楽しもう！�

審査結果（金賞１席の受賞者）

9
月
定
例
町
議
会
か
ら


